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　① 2011年 8月現在から 2012年末まで，世界経















































































































































































































































中国 10.0 8.9 9.6 9.1 7.7 8.1 9.5 9.7
インド 8.8 8.4 8.2 8.7 5.6 6.7 ─ ─
韓国 4.5 5.0 5.2 4.6 ─ ─ ─ ─
台湾 6.5 4.8 4.9 4.0 ─ ─ ─ ─
シンガポール 8.9 6.8 6.3 5.0 （6.1） （6.7） ─ ─
タイ 5.5 5.5 4.0 4.5 ─ ─ 6.2 4.0
マレーシア 4.7 5.0 5.3 5.0 （5.9） （5.8） 5.7 5.3
















































































































































た国々である。「タイの GDPは 1987年から 1996
年の間に年率 15％で成長した。非農業部門の成
長率が 16％であるのに対して，農業部門の成長










































































































































国は 7100億ドル減の 41兆 5600億ドルだが，新
































































































































































年，および Murray D. Bryce, Industrial Development─ A 
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